
小樽市地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・各公共交通利用者の減少に対する利用促進
・公共交通の利便性の向上

・路線バス等の運行に対する安定した運営形態の構築

○調査の主な内容
・住民等ニーズ把握調査
・路線バスの利用実態調査
・小樽市地域公共交通網形成計画（案）のとりまとめ
・協議会開催

・

○地域公共交通の現況
・ＪＲ函館線（小樽駅、南小樽駅、小樽築港駅、朝里駅、銭函駅、塩谷駅、蘭島駅）
・北海道中央バス（株）（市内線２４路線、郊外線５路線）
・ＪＲ北海道バス、ニセコバス（都市間バス各１路線）
・タクシー（市内８事業者）

小樽市

本市において、路線バスや鉄道をはじめとする公共交通機関は、通勤や通学、買い物や通院など市民生活に欠くことのできないものであるが、人口
減少や少子高齢化などの影響により、特に市内の路線バスの利用状況は、年々利用者が減少し、収支の悪化を招いている状況にある。

今後、さらに高齢化率の上昇も予想され、市民生活を支える公共交通の役割は一層高まり、公共交通を維持することが求められることから、持続可
能な公共交通ネットワークの再構築に向けて、地域公共交通網形成計画の策定が必要となっている。

計画策定には、市内の公共交通機関の状況等についての現状を把握するとともに、地域の特性に合った交通体系のあり方を検討するため、地域住
民のニーズや目的別の移動手段、路線バスの利用実態を調査・分析し、課題整理のうえ実施すべき施策を検討していくことが必要となる。

概 要

平成２９年１０月３０日設置

地図
○地域公共交通活性化協議会開催状況
7月4日 第１回分科会（協議事項：アンケート調査内容の検討）
8月29日 第１回協議会（協議事項：アンケート調査（速報）の報告）
12月20日 第２回分科会（協議事項：市内公共交通の問題点及び課題整理）
12月27日 第２回協議会（協議事項：市内公共交通の問題点及び課題整理）
1月23日 第３回分科会（協議事項：実施すべき施策の検討）
1月30日 第３回協議会（協議事項：実施すべき施策の協議）
2月15日 第４回分科会開催（協議事項：素案の検討）
（今後の予定）
3月1日 第４回協議会開催（協議事項：素案の協議）



平成○○年○月○○日設置
小樽市地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

小樽市の各まちづくりに関する計画から、「地域住民の生活を支える」、「にぎわい・交流を支える」といった地域公共交通に
求められる役割を位置付け、小樽市の現況、公共交通の現況、アンケート調査結果を踏まえ、その役割に対する問題点・課題
を整理し、地域公共交通のあるべき姿（将来像）と関連する基本方針を設定し、基本方針に対する目標を達成するための施策
を実行することを目的として計画を策定していく。

●地域公共交通網形成計画等の計画策定に向けた方針

・アンケート調査等により、運行に関する満足度などが把握できた。
・路線バスの利用実態調査により、目的別等の利用状況が把握できた。
・公共交通に関する問題点や課題を整理し、当市の公共交通体系のあり方
について検討し、計画に位置づける基本方針等を整理した。
・協議会を３回、分科会を３回開催した。
【今後の予定】
・地域公共交通網形成計画に記載する内容について協議会及び分科会に
おいて協議を行い、計画（案）をとりまとめる。

●事業の結果概要

事業が計画に位置づけられたとおり、適切に
実施された

●事業実施の適切性

・今後、地域公共交通網形成計画の策定に当たっては、今年度実施した調査を良く 精査の上、地域公共交通の実態を肌で感
じつつ、進めていただきたい。
・その際、まちづくり及び観光との連携も考慮に入れて、取り組んでいくことが望ましい。
・また、実効性のある持続可能な計画とするため、引き続き関係者と丁寧な調整を心がけながら進めていくことが肝要である。

●地方運輸局における二次評価結果


